
改 善 箇 所 説 明 図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
改善の内容 
全車両、ブレーキキャリパーを確認し、対策前品の場合はブレーキキャリパーを対策品と交換する。 

 

注：図中の        内は、確認し交換する部品を示す。 
 
識別：運転席ドア側ロアーヒンジの上側取付けボルト頭部に、白または黄色ペイントを塗布する。 

 

後輪のブレーキキャリパーにおいて、駐車ブレーキ駆動用シャフトの組み付けばらつきにより錆防止

用の塗装が剥がれることがある。そのため、シール部からシャフト部に水が浸入すると、シャフトに

錆が発生し、そのままの状態で使用を続けると、シャフトの錆がキャリパー内部まで進行しシャフト

の回転が阻害され、駐車ブレーキの制動力が低下し、最悪の場合、駐車中の車両が動き出すおそれが

ある。 
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